
連載連載
第27回第27回

に
相
次
い
で
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
二
〇
一
八
年

か
ら
毎
年
、
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
、
今
年
の
発
表
で
四
年
連
続
五
回
目

と
な
り
ま
し
た
。

　

東
シ
ナ
海
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
特
徴

的
な
現
象
と
し
て
も
う
一
つ
紹
介
し
た

い
の
が
、
地
元
で
「
あ
び
き
」
と
呼
ば

れ
る
現
象
で
す
。
冬
か
ら
春
先
に
か
け

て
発
生
し
や
す
く
、
九
州
西
海
岸
に
み

ら
れ
る
高
潮
の
現
象
で
す
。「
あ
び
き
」

の
語
源
は
、
速
い
流
れ
の
た
め
に
魚
の

網
が
流
さ
れ
る
「
網
引
き
」
に
由
来
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
気
象
用
語
で

は
「
副
振
動
」
と
い
い
ま
す
。
副
振
動

と
は
、
陸
や
堤
防
に
囲
ま
れ
た
湾
や
港

な
ど
の
潮
位
が
、
数
分
か
ら
数
十
分

ほ
ど
の
短
い
周
期
で
上
下
す
る
現
象
で

す
。
東
シ
ナ
海
で
発
生
し
た
低
気
圧
や

前
線
に
よ
る
気
圧
の
急
変
が
原
因
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
東
シ
ナ
海
で
気
圧
の
変

化
に
よ
っ
て
起
き
た
小
さ
な
振
動
が
増

幅
し
て
伝
わ
り
、
湾
内
に
侵
入
し
て
さ

ら
に
共
鳴
す
る
な
ど
し
て
増
幅
す
る
の

で
す
（
図
２

：

あ
び
き
の
原
因
）。

　

長
崎
県
は
、
湾
口
か
ら
湾
奥
ま
で
が

長
く
、
振
動
が
増
幅
し
や
す
く
、
一

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
副
振
動
が
た
び
た

び
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
九
九
七
年
か

ら
二
〇
一
九
年
ま
で
の
気
象
台
の
観
測

で
は
、
長
崎
港
で
は
、
十
一
月
か
ら
百

セ
ン
チ
を
超
え
る
副
振
動
が
増
え
、
春

先
の
三
月
に
も
っ
と
も
多
く
な
り
ま

す
。
三
月
に
全
体
の
五
割
の
発
生
回
数

を
占
め
て
い
ま
す
（
図
３

：

あ
び
き
の

発
生
回
数
）。
春
先
は
、
東
シ
ナ
海
で

低
気
圧
が
発
生
し
や
す
い
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
副
振
動
が
大
潮
の
満

潮
の
時
間
帯
と
重
な
る
と
さ
ら
に
潮
位

が
上
昇
し
、
冠
水
や
浸
水
の
被
害
が
発

生
し
ま
す
。
写
真
は
二
〇
一
九
年
三
月

二
十
一
日
に
発
生
し
た
あ
び
き
を
起
因

と
す
る
長
崎
市
内
の
浸
水
の
様
子
で
す

（
写
真
２

：

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
一

日
長
崎
市
内
）。
こ
の
時
、
長
崎
検
潮

所
の
観
測
で
は
最
高
潮
位
２.

３
８
ｍ

に
達
し
、
一
九
六
一
年
に
観
測
を
始
め

て
か
ら
潮
位
が
最
も
高
く
な
り
ま
し

た
。

　

大
雨
の
季
節
が
過
ぎ
て
、
長
崎
県
で

は
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
あ
び
き
の
発
生

に
よ
る
、
係
留
し
て
い
る
船
の
被
害
や

低
い
土
地
で
の
浸
水
や
冠
水
に
注
意
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

東
シ
ナ
海
に
面
し
た
長
崎
県
（
写
真

１

：

長
崎
港
女
神
大
橋
）
は
、
海
の
豊

か
な
資
源
に
恵
ま
れ
る
一
方
で
、
シ
ビ

ア
な
季
節
現
象
に
さ
ら
さ
れ
る
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
梅
雨
末
期

の
大
雨
で
す
。

　

梅
雨
時
に
は
、
暖
か
く
湿
っ
た
空
気

を
大
量
に
含
む
湿し
つ

舌ぜ
つ

と
呼
ば
れ
る
西
寄

り
の
季
節
風
と
高
気
圧
の
縁
を
回
る
南

西
風
が
収
束
し
て
線
状
降
水
帯
が
発
生

し
や
す
く
、
梅
雨
末
期
に
は
、
毎
年
の

よ
う
に
大
雨
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
（
図
１

：

二
〇
一
九
年
七
月
二
十
日

線
状
降
水
帯
）。

　

そ
う
し
た
中
で
、
今
年
の
梅
雨
は
異

例
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
長
崎
県
を

含
む
九
州
北
部
地
方
の
今
年
の
梅
雨
入

り
は
五
月
十
一
日
と
平
年
よ
り
二
十
四

日
早
く
、
一
九
五
一
年
に
統
計
を
取
り

始
め
て
か
ら
最
も
早
い
梅
雨
入
り
と
な

り
ま
し
た
。
七
月
十
三
日
の
梅
雨
明

け
ま
で
の
期
間
に
降
っ
た
雨
の
量
は
、

２
３
６.

５
㎜
と
平
年
の
四
割
に
も
満

た
な
い
量
と
な
り
ま
し
た
。
記
録
的
に

早
い
梅
雨
入
り
で
記
録
的
に
少
な
い
総

雨
量
と
な
っ
た
今
年
の
梅
雨
は
、
終
わ

り
を
迎
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
シ
ナ
海
か
ら
の
暖
か
く

湿
っ
た
空
気
の
流
れ
込
み
は
梅
雨
末
期

だ
け
で
な
く
、
八
月
に
か
け
て
も
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
年
が
ま
さ

し
く
そ
の
例
と
な
り
ま
し
た
。
八
月

十
一
日
か
ら
梅
雨
末
期
の
よ
う
な
大
雨

が
続
き
、
八
月
十
四
日
に
は
県
北
部
の

東ひ
が
し
そ
の
ぎ
ち
ょ
う

彼
杵
町
、
川
棚
町
、
波
佐
見
町
に
続

い
て
、
長
崎
市
、
佐
世
保
市
、
西
海
市

斎
さい

藤
とう

綾
あや

乃
の
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写真1：長崎港 女神大橋

図1：2019年7月20日 線状降水帯
（気象庁HPより）　

写真2：2019年3月21日長崎市内
（長崎地方気象台撮影）

図2：あびきの原因（福岡管区気象台資料より）

図3：長崎港と枕崎港における全振幅100センチ以上のあびきの発生回数
統計期間：平成9年（1997年）～令和元年（2019年）

（長崎地方気象台HPより）
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